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文化祭 作文特集② ～ 心の成長 ～ 

 

 今回の「1st ペンギン」も、前回に引き続き、「文化祭 作文特集②」です。 

（たくさんの人の作文を掲載できないのが残念です。すみません！） 

 

 

 一人一人の気持ちで  ２組：廣瀬 円香    

 

 クラスで何かをする行事は、運動会と文化祭で、２回目で、２学期になり、みんなは
運動会よりも仲が深まっている状態でおこないました。だから、みんなが一つにまとま
って練習ができるかなと思っていました。 

 私は、クラスのみんなで何かをする時に、積極的にあまり取り組めませんでした。で
も、合唱コンクールを通してしっかり取り組めるように頑張りました。初めはやっぱり
音程がとれなかったり、声が出なかったりしました。私はアルトをやっていましたが、
「アルトが一番、声が出ていない。」と言われることがありました。自分なりに頑張っ
ていたけど、クラスの力にはあまり役に立っていなかったと思うと、少し練習がいやに
なっていきました。 
 文化祭が近くなっていくにつれ、練習は教室だけじゃなく、体育館でもやるようにな

りました。それに、他のクラス、他学年の合唱も聴きました。まず、他クラスの合唱を
聴いて、一組の「大切なもの」、四組の「空駆ける天馬」は歌ったことがある、リズム
ののりやすい曲で、二組「空は今」は目立たないものになってしまうのではないかと思

いました。三年生の合唱を聴いたら、体を使って、心を込めて、クラスで一つになって
いることが見ていて分かりました。 
 文化祭までもう一週間もない練習で、私は負けたくないという気持ちがあったので、
心を入れ替えて取り組みました。やっぱりアルトが一番声が出ていないのが気になりま
したが、とにかくクラスで心を一つにできるように、全員で合わせる時はしっかり合わ
せられるようになりました。 
 文化祭当日。みんな緊張していたけど、練習したことを生かして優秀賞という結果で
した。 
 私は、この文化祭を通して、みんなの意見が違う時こそ、一人一人のみんなが合わせ

たいという気持ちが大切だと思いました。優秀賞を取れたけど、取れなくても、いい
思い出にはなったと思いました。結果じゃなく、みんなの気持ちを一つにすることが大
切だと知ることができました。 

 やり直したい文化祭  １組：阿部 結人   

 

文化祭は、運動会と違って人生で初めてだったから２週間前になっても、特にそれと
いって気にしていたわけではなかった。いつも通り音楽の授業をしていて、テノール・
アルト・ソプラノに分かれていただけだったので、最初は力を入れて頑張っていたわけ
ではなく、今考えたらバカバカしいことをしたと反省しているが、ふざけていたところ
があった。ただ、そこで気持ちが変わった。叱られた時、足を引っ張ってしまったなと
思った。次の時間の時、開口一番で謝った。そうしたら、笑顔で許してむかえてくれ
た。そこからは、練習でも今までより力を入れた。となりにいた友達から、声をもう少
し出したら良いと思うなどのアドバイスを聞いて頑張った。 
そうしたら、周りの人の「すごさ」に気づいた。「ゆいと君の声がないと自信をもっ

て歌えなかった。」「教室で列ごとにコの字で歌う時にゆいと君がいなかったから自信

をもって歌えなかったよ。」「ゆいと君は歌でもみんなをリードして、実行委員として
もみんなをまとめる存在で 」と言ってくれた。それを聞いて、「みんなが褒めてくれ
るゆいと君」になりたいと、自分でも思った。 
そして、特に驚いたのは２・３年生との練習だ。一緒に練習した２年１組、３年１組

は賞を取ったクラスで、歌声の迫力が違った。そこで、大事だと思ったのが強弱だっ
た。だんだん強くなっていくところやサビ等、強弱ですべてが決まると言っても過言で
はないと思った。先生もおっしゃっていたが、強弱をはっきりつけるところがサビのと
ころくらいしかない歌だった。ぼくはそこの強弱をはっきりさせることを頑張った。 
そして、本番がきた。どのタイミングで席を立つのか、どのタイミングで右を向いて

登壇するのか、そんなことで頭がいっぱいだったが、できる限りの全力を出して、強弱

をつけることもしっかりとやって歌った。結果は、１位だった。もちろん誰か一人だけ
が頑張って取った１位ではないと思うが、ぼくは最初から最後まで本気で頑張っていた
だろうか。次は最初から最後まで本気を出したとはっきり言える文化祭にしたい。 

 

 

＜合唱コンクール  指揮者＆伴奏者＞      （敬称略） 

合唱コンクールの指揮者とピアノ   
伴奏者の紹介です。夏休みの前から 
練習を重ねて、頑張ってくれました。 

緊張したことと思いますが、舞台 

の上で立派に指揮と伴奏をしてくれ 

ました。本当にありがとう‼                       

 

 

                                                                              

 

 

 

 指揮者 伴奏者 

１組 近藤 穂づみ 矢村 薫楓 

２組 荒井 美咲 岩田 あかり 

３組 臼井 咲楽 改田 梨奈 

４組 加藤 花奈 島村 茉那 


